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は  じ  め  に

富田林市は大阪府の南東部約20kmに位置する面積39.67km2の 自然と歴史

に恵まれたまちで、「石川にはぐくまれた河内文化のさと一富田林」を将

来像として総合的なまちづ くりを推進しています。

市域の中心を南北に流れる石川両岸の平野部では古 くから集落が開け、

南部では雄大な金岡J・ 葛城連峰を背景に、緑豊かな丘陵と美しい田園風景

が調和を保ち、自然景観にあふれています。

一方、近年の高度成長を背景とした大阪都市部の人口急増のもとで、大

小の住宅地開発が行われ、最近では住宅都市として生まれ変わろうとして

います。こうした状況のもとで、遺跡の発見もあいつぎ、その数も160ケ所

を越えるものとなっています。

本書は、平成 5年度に実施しました個人住宅を中心とした発掘調査の概

要報告書です。なかでも、甲田南遺跡では弥生時代の住居址から大阪府下

でも出土例の少ない板状鉄斧が出土するという機会に恵まれ、遺跡の性格

を明確にする貴重なてがかりを得ることができました。

最後になりましたが、調査の実施並びに本書の作成にあたり、ご協力を

賜りました方々に厚 くお礼申し上げます。

平 成 6年 3月

富田林教育委員会

教育長清 水 冨 夫



例     言

1。 本書は、富田林市教育委員会が平成 5年度に国庫および府費の補助を

受けて実施した緊急発掘調査の概要報告書である。

2.調査は、富田林市教育委員会社会教育課、中辻亘 。今西淳・栗田薫を

担当者とし、平成 5年 4月 1日 に着手し、平成 6年 3月 31日 に終了し

た。

3.調査を実施するにあたり、置田雅昭氏・桑原久男氏 (天理大学)、 河ヽ林

義孝氏、岩瀬透氏、山田隆一氏 (大阪府教育委員会)、 西山昌孝氏 (千早

赤阪村教育委員会)、 森山義博氏 (大阪府立富田林高等学校)か ら格別の

助言や援助を受けた。ここに記して感謝します。

4。 本書の執筆は、各々文末に記すものがあたった。なお、山田隆一氏か

らは甲田南遺跡出土の板状鉄斧に関する玉稿をいただいた。本書の編集

は中辻 。栗田が行つた。

発掘調査参加者

<調 査 員> 田川友美 。中野篤史

<調査補助員> 川合和代 。北野千穂・頓宮貴美恵・平方扶左子・

森田真道

<作 業 員> 岩井節子・岩瀬訓子・小田信代 。中川工博 。西澤寿子・

藤丸祐子 。前野美智子・失野早苗・山本節子
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I.平成 5年度調査概要

表 1 発掘調査一覧表

-1-

調査期間 遺 跡 名 位   置 申 請 者 離
ｍ

用 途 備 考

l
5.5.31～

6。 1
新 家 遺 跡

新家

266-2の 一部
】ヒ野 市郎 68na2 個人住宅

浄化槽部分2.1× 1,4mを 入力掘削

ピット3を検出する

2
5,6.3～

6.4
寺内町遺跡

富日林町

79-1の一部
溝 口 勝久 75m2 個人住宅

浄化槽部分24× 1.8mを 人力掘肖1

ピット3土壌 1を検出する

5.7.1～

7.5
毛人谷遺跡

寿町 2丁 目

321-1
徳原  俊 133m2 個人住宅

浄化槽部分2× 2mを 人力掘削

溝の一部を検出

4
5.7.1～

7.5
毛人谷遺跡

寿町 2丁 目

321--12
藤本 雅也 100nf 個人住宅

浄化槽部分2× 2mを 人力掘削

遺構・遺物なし

5.7.12 新 家 遺 跡 甲田169 内田  一 28ポ 個人住宅
浄化槽部分 1× 2mを 人力掘削

遺構・遺物なし

5,7.27～

7.29
錦織南遺跡 錦織899-1 塔本 晃弘 184m2 個人住宅 本書掲載

7
5。 8.4～

8,6
錦 織 遣 跡 錦織277

本

本

松

松

四郎

明人
239m2 個人住宅

浄化槽部分2× lmを 人力掘削

土城 1を検出

8 5,9.27～

10.26
甲田南遺跡 甲田76-ユ 杉本 修一 904n評 共同住宅 本書掲載

9 5.10。 1 中野北遺跡
中野町 3丁 目

857-4
西條佳代子 246m2 個人住宅

浄化糟部分 1× 2mを 人力掘削

遺構・遺物なし

5.10.21 毛人谷遺跡
寿町 2丁 目

321-ll
森山 光熙 117ギ 個人住宅

浄化槽部分1.5× 2mを 人力掘脚

遺構・遺物なし

5.11.29～

12.2
中 野 遺 跡

中野町 2丁 目

4954ヒ

富田林市長

内田 次郎
11ポ

道

事

水下

工
本書掲載

5.12.6～

12.8
錦 聖 遺 跡 錦織1619の 一部 安原  治 314m2 個人住宅 本書掲載

5.12.10 喜 志 遺 跡
喜志町

4-3-1
米澤 正美 244m2 個人住宅

トレンチを設定し3× lmを 人

力掘削、日の畦畔を検出

5.12.24～

12.27
甲 田 遺 跡 甲田446-4 喜 田 米幸 710ポ 個人住宅 本書掲載

6.1.20～

1.21
甲田南遺跡 甲田18-1 田守 正道 492m2 店  舗

浄化槽部分2.8× 2mを人力掘削

ピット1・ 土壊 1を 検出する

6.2.22～

2.23
別 井 遺 跡

別井元南

66-2
辻田  茂 319m2 個人住宅

浄化槽部分1.5× 2mを入力掘削

溝の一部を検出 縄文時代の石鏃

や、土師器を検出する

6.2.23 甲田南遺跡 甲田59-2 藤井 正 人 291m2 個人住宅
浄化槽部分 1× 2mを 人力掘削

遺構・遺物なし



Ⅱ。錦織南遺跡

錦織南遺跡は、市内の南部にあって、市域のほぼ中心を北流する石川の左岸、近鉄長野線滝

谷不動駅の南西に広がっている。その範囲は、南北630m、 東西470mに およぶ。本遺跡 は、

1971～ 1976年 にかけて富田林市教育委員会が実施 した分布調査によって確認されたもので、そ

の後、富田林市教育委員会や大阪府教育委員会の発掘調査で遺跡の内容が しだいに明らかにな

り、縄文時代晩期から中世に至る複合遺跡であることが判明してきている。

NKS93-2

調 査 地 :富田林市錦織 899-1

調査面積 :2.28m2/183.95m2

調査地は、遺跡の北半部にあって、中央を走る旧東高野街道の東に広がる旧集落の一角にあ

る。調査地の西方には、市立錦郡小学校がある。

個人住宅建設に伴 うもので、浄化槽部分を調査対象とし、1.2m× 1.9mの範囲を人力掘削によ

り発掘調査を実施 した。

現地調査は、平成 5年 12月 6日 から12月 8日 まで行つた。

1.層序

基本的な層序は 5層 ある。上から順に第 1層 ・耕土 (20cm)、 第 2層・床土 (6cm)、 第 3

層・灰黄色土 (5cm)、 第 4層・掲灰色粘質土 (19cm)、 第 5層・濁褐灰色粘質土 (18cm)が

堆積する。西壁断面には、第 5層 に灰が混 じる部分がある。

2.遺構

ピット3、 土墳 2を検出した。

ピット1

調査区中央のやや北 よりに位置する。直径約35cmのほぼ円形をしてお り、深さは10cmを 測

る。埋土は濁掲灰色粘質土に黄灰色粘質上が混 じる。遺物は出上 しなかった。

-2-
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挿図 1 錦織南遺跡発掘調査地位置図

ビット2

ピット1の東にあって、一部が東壁内にある。形状はほぼ円形をしてお り、南北径は38cm、

深さは、13cmを 測る。土媛 2を切っている。埋土は濁褐灰色粘質上である。遺物は出土 しな

かった。

ピット3

調査区の南東隅に位置する。一部が東壁内にあるため、正確な規模等は不明である。検出し

-3-



①耕土     _
②床土
③灰黄色土
④褐灰色粘質土
⑤濁掲灰色粘質土
⑥⑤に灰が混じる
②⑤に黄灰色粘質土

が混じる
lm

挿図 2遺構平面・断面図

た部分での深さは、13cmを 測る。埋土は濁褐灰色粘質上に黄灰色粘質土が混 じる。遺物は出土

しなかった。

土墳 1

調査区の北西隅に位置する。一部が調査区外にあるため、正確な規模等は不明である。北壁

断面での深 さは、10cmを測る。埋土は濁掲灰色粘質上に黄灰色粘質土が混 じる。遺物は出土 し

なかった。

土墳 2

調査区の北東隅に位置する。土媛 1に接 してお り、一部はピット2に切 られている。一部が

調査区外にあるため、正確な規模等は不明である。北壁断面での深さは、12cmを測る。埋土は

土媛 1と 同じである。遺物は出上 しなかった。

3.ま とめ

調査地は、錦織南遺跡の北半部に位置し、錦織集落の密集地内ある。この付近での調査例は

少ない。調査地西方を南北に走る東高野街道の西側に位置する錦郡小学校内の本格的な発掘調

査では、奈良時代から中世に至る集落遺構が確認されている。

第 1。 3層からは、近世遺物が出上しており、水田に伴うものである。また、第 4層からは、

中世の上師質土器が出土している。第 5層や各遺構からは、遺物が出上していないため、時期

的なものを推測することが困難である。いづれにしても、集落遺構が確実に現在の集落の範囲

平面図

北断面図

にまで及んでいることが判明した。

-4-
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Ⅲ.甲 田南遺跡

甲田南遺跡は、石川西岸の標高 66m～ 70mの下位段丘上に位置 し、遺跡の推定範囲は東

西350m、 南北 600mで 、ほぼ中央に国道 309号線が走つている。 1980年 ～ 198

4年にかけて大阪府教育委員会が行つた国道 309号線建設工事に先立つ調査で、縄文時代か

ら鎌倉時代にかけての遺構が検出された。とりわけこの時の調査では、弥生時代の竪穴住居が

多数検出され、弥生時代の集落址 として注目された。 1988年 に本市が行ったマンション建

設に伴う調査でも弥生時代の竪穴住居 と方形周溝墓が検出され、弥生時代の集落の構造が次第

に明らかになってきている。今回の調査は前述の調査区に西接する地区で、小範囲にもかかわ

らず、竪穴住居が検出された。

甲田南遺跡

KDS93-1

調 査 地 :富田林市甲田 76-1

調査面積 :56m2/903.74m2

挿図 3甲 田南遺跡発掘調査地位置図
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調査地は、旧 170号線と国道309号線の交差点の東側に位置する。共同住宅の建設に伴

い平成 5年 4月 28日 に、埋蔵文化財発掘届出書が富田林市教育委員会社会教育課に提出され

た。協議の結果、建物部分については遺構面を保存することになった。その結果、平成 5年 9

月27日 から10月 26日 まで浄化槽部分についてのみ発掘調査を実施することになった。

1.層 序

基本的な層序は、盛土 (2 0cm)を 除いて、上から,1買 に第 1層・耕土 (1 0cm)、 第 2層・

床土 (4cm)、 第 3層・灰責色土 (8cm)、 第 4層・黄灰色土 (6cm)、 第 5層・濁灰掲色土

(8cm)、 第 6層 ・黒掲色混礫弱粘質土 (8cm)、 第 7層・暗茶掲色混礫土 (1 0cm)が堆積す

る。ただし石川の低位段丘面に立地するため、西から東へゆるやかに傾斜 しているので第 6層

が東へい くほど厚 くなっている。遺構面は3面あ り、第 1面は第 5層 を掘 りこんでお り、第 2

面は第 7層 を掘 りこんでお り、第 3面は地山を掘 りこんでいる。

2.遺 構

遺構面は3面ある。第 1面では土娠 1、 第 2面では竪穴住居址 2、 ピット3、 土媛 2、 溝 2、

第 3面では多数のピット、土墳、溝、落ち込みを検出した。

<第 1面 >

土壌 1

調査区の南東隅で検出した。遺構の大半が調査区外にあるため、正確な規模は不明である。

深さは、約 3 5cmを 測る。埋土は灰色砂質上である。

<第 2面>

竪穴住居l■ 1

竪穴住居址 2棟が重複 して調査区の北西の隅にあり、竪穴住居址 1は竪穴住居址 2に よって

西半部の大半が切 られている。調査区内では全体の約 2分の 1、 つまり南半部を検出したこと

になる。竪穴住居址 2内 の北壁付近にあるピットを炉跡と考え、住居址の中心に位置すると仮

定 した場合、直径 5メ ー トル前後の円形の竪穴住居になると思われる。埋土は、灰褐色混礫粘

質上である。炉跡は、径約 5 0cm、 深さ約 1 0cmを 測 り、形状は隅丸方形になると思われる。

埋土は暗褐色混礫土で、炭片を含む。住居址内の遺構では、ほぼ円形の直径約 5 0cm、 深さ

約 3 0cmの ビット (Pl-1)が ある。埋土は、暗掲色混礫弱粘質上である。このピットを

柱穴とすると、炉跡の南西、竪穴住居址 2内 にあるピット (P2-1)が 柱穴 とも考えられる。

-6-



1.擁壁 2.盛± 3.耕± 4.床± 5灰 黄色土

6.掲色土に責色土が混じる ア.責灰色± 8.暗渠

9.濁灰掲色± 10.黒褐色混礫弱粘質± 11.濁灰色混礫粘質土

12.掲灰色混礫弱粘質± 13暗茶掲色混礫土

14.灰掲色混礫粘質土 (堅穴住居址 1)

15,濁灰褐色混礫粘質土 (竪穴住居址1.周溝)

17.暗掲灰色混礫粘質土 (堅穴住居址2周溝)

19暗掲色混礫猫質土 (竪穴住居址1.炉跡)

21.濁掲灰責色混礫枯質土

16.暗掲色混礫泊質土 (竪穴住居址 2)

18.暗掲色混礫粘質土

20.暗茶褐色混礫土

22.暗茶灰掲色混礫土 (土墳 6-2)

炉跡 (竪穴住居l■ 2) Pl-1
浄

/

′ 1

竪穴住居l■ 2

Ｐ２．４（ん中】い）　Ｐ２．５

Ｐ２〕３鬱

P2-1

溝 2

⑤
ビット3

土壌 3

ピッ ト2 溝 1

土壊 1

土壌 2

挿図4遺構平面 (第 1面、第 2面)・ 断面図
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ほぼ円形で、直径約 3 5cm、 深さ約 5 0cmを 測る。埋土は暗褐色混礫粘質土である。住居址

の周囲には、幅約 20～ 4 0cm、 深さ約 1 5cmの断面U字形の周溝がある。埋土は、濁灰掲

色混礫粘質上である。

竪穴住居 l■ 2

調査区内では全体の約 4分の 1、 住居址の南東部を検出した。住居址内の遺構には、ピット

が 10確認された。そのうち、ピット (P2-1)に ついては、住居llL lの 柱穴と想定 した。

住居l■ 2の柱穴を考えた場合、楕円形の長径約 8 0cm、 短径約 4 5cm、 深 さ約 5 0cmの ピッ

ト (P2-2)が 可能性 として高い。このビットの特徴は、同規模の穴が 1つの穴内に 2つあ

ることである。この住居址の規模を、周溝の円弧から復元すると約 9m前後 となり、大型のも

のになる。埋土は暗掲色礫粘質土である。その他のピットは、位置からみて柱穴等とは考えに

くく、遺構の性格は不明である。ただし、土質が第 3面 に似ているため、第 3面の遺構 とも思

われる。住居址の周囲には、幅 4 0cm前後、深 さ約 1 0cmの 断面 U字形の周溝がある。埋土

は、暗褐灰色礫粘質上である。また周溝の中に支柱 と思われる柱穴が約 1.5m間 隔で 4つあ

り、形はほぼ円形で直径約 3 0cm、 深さ約 4 0cmを 測る。埋土は暗掲色混礫弱粘質土である。

ビット1

調査区のほぼ中央で検出 した。土墳 2の東に位置する。形状はほぼ円形で、径約 4 0cm、

深さ約 1 0cmを測る。埋土は暗tB」色混礫弱粘質上である。

ビット2

調査区の南壁付近で検出した。溝 1の西に位置する。遺構の一部が側溝によつて切られてい

るため、正確な規模は不明である。深さは約20cmを 測る。埋土は暗褐色混礫弱粘質上である。

ピット3

調査区の中央東端で検出 した。溝 2の南に位置する。ほぼ円形で、直径約20cm、 深さ10cm

を測る。埋土は暗茶掲色混礫弱粘質土である。

溝 1

調査区の南西で検出した。幅は 2 0cm前 後、深さ約 6cmを測る。長さ約 1.3m分 を検出し

た。埋土は暗茶褐色混礫弱粘質土である。
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溝 2

調査区の東端で検出した。幅は 3 0cm前後、深さ約 1 5cmを 測る。長さ約 1.5m分を検出

した。埋土は暗茶褐色混礫弱粘質上である。

土猿 2

調査区のほぼ中央で検出した。平面形は不整形で、長軸の長 さは約 7 0cm、 深 さ約 2 0cm

を測る。埋土は暗掲色混礫弱粘質上である。

土城 3

調査区のほぼ中央南端で検出した。土娠 2の南に位置する。遺構の一部が側溝によって切ら

れているため、正確な規模は不明である。深さは、最 も深いところで約 3 0cmを 測る。遺構

の東と南側に約 2 0cmの深さでテラスがある。埋土は暗掲色混礫弱粘質上である。

<第 3面>

溝 3

調査区の北東隅で検出 した。落ち込み 1の北に位置する。大半が調査区外になるため規模に

ついては不明である。深 さは、最 も深いところで、 1 6cmを 測る。埋土は暗茶褐色混礫上で

ある。

土猿 4～ 11

土墳 8を検出し、大半が不整形な形状をしている。規模については、遺構一覧表を参照され

たい。

落ち込み 1

調査区の南東の隅にあ り、不整形な形状をしている。遺構のなかにピット8が確認され、円

形、楕円形、不整形の形状 をしてお り、深さ約 10～ 3 0cmを 測る。埋土は暗茶掲色混礫土

である。

ビッ ト

ピット4～ 29については、遺構一覧表を参照されたい。

(今西)
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形 林 規 俣 (mリ ユ宋∂(m,
主 崚 4 不 整 形 (3.35)×  (1.62) 暗茶灰褐色混礫土
土 蠣 5 審 彬 2.56 × (2.02) 0.22 暗泰褐色混礫土
5-1 楕 円 形 0.48 X O.35 0.08 暗茶褐色混礫土
5-2 不 率 形 0.91 X O.35 0.07 暗茶褐色混礫土
5-3 隅丸方形 × 暗茶褐色混礫土
5-4 楕 円 形 0.25 × 0。 17 0.08 暗茶褐色混礫土
土娠 6 不 整 形 (2.53)× (1.01) 暗茶褐色混礫土
6-1 円  形 × 暗茶褐色湿礫土

6-2 不 整 形 0.22 × 暗不灰褐色混礫土
6-3 、 率 彬 (0.59)×  (0_32) 暗茶褐色混礫土
土 堀 7 零 Jr// 2.32 × 2.12 暗泰褐色混礫土
7-ユ 楕 円 形 0,16 × 0.21 暗茶褐色混礫土
7-2 隅 孔 二 何 0,76 × 0,38 暗茶褐色混礫土
7-3 隅九三角 0.69 × 0.69 暗茶褐色混礫土
7-4 、 啓 彬 0.44 × 0.34 暗茶褐色混礫土
7-6 搭 彬 0.27 × 0.23 暗泰褐色混礫土
7-7 不 整 形 0.72 × 0.38 暗茶褐色混礫土
7-8 不 整 形 0.弔  × 0.47 暗茶褐色混礫土

7-9 不 整 形 0.48 × 0.37 曙茶褐色混礫土
土娠 8 ヽ 啓 彬 1.22)×  (0.81) 暗茶褐色混礫土
8-1 子 形 (025)×  (0.24) Hき粂褐負程撰土

8-2 不 整 形 0.64 × 0.47 暗茶褐色混礫土
土壊 9 啓 形 0.56 × 0.31 0.03 暗茶褐色混礫土
土 媛 10 格 形 0.92 × 0.46 暗泰褐色混礫土
土娠H 不 整 形 0.89 × 0.32 暗茶褐色混礫土

ビツト4 7_X形 × 0.06 暗茶褐色混礫土
審 形 × 0.06 暗不褐色混礫土

楕 円 形 0.24 × 0.28 暗茶褐色混礫土
7 円   形 × 0.16 0.04 暗茶褐色混礫土

整 Jr// × 0.22 暗泰褐色混礫土

不 整 形 0.22 × 0.44 0。 17 暗茶褐色混礫土

円   形 0.16 × 0.17 暗茶褐色混礫土
楕 円 形 0ユ4 × 0.25 暗茶褐色混礫土

円   形 0.25 × 0.27 暗茶褐色混礫土
隅丸方形 0.2ユ × 暗 粂 褐 仁 湿 撰 i

不 整 形 0.38 × 0.40 暗茶褐色混礫土
不 整 形 032 × 0.19 曙 不 褐 色 ,礫 土

隅丸方形 0.25 × 0.20 0.05 暗茶褐色混礫土
隅 苛

=角
× 暗茶褐色混礫土

隅丸方形 0.22 × 0.15 0.06 暗不褐色混礫土

隅九三角 0.36 × 0.22 暗茶褐色混礫土
不 整 形 × 噌 余 欄 色 毘 蝶 主

不 整 形 (0.32)×  (0.13) 暗茶灰褐色混撰土

隅丸方形 0.55 × 0.44 暗不褐色混礫土

不 整 形 (0.55)×  (0.19) 0.08 暗茶灰褐色混礫土
24 隅丸方形 0.34 × 0.ユ8 0.20 暗茶褐色混礫土

円   形 0.26 × 0.25 0.24 暗茶褐色混礫土

不 整 形 0.34 × 0.18 暗茶褐色混礫土
隅丸方形 0.38 X O.31 0.18 暗茶褐色混礫土

円   形 0.19 × 0.21 0.25 F音茶綺色混礫土

不 整 形 0.37 × 0.28 暗茶褐色混礫土

表 2 遺構一覧表
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3.遺

今回の調査で出上 した遺物の大半は弥生時代のもので、土器の他に紡錘車 とサヌカイト製の

石器類、砂岩片、鉄斧がある。これら弥生時代の遺物の他に土墳 1か ら土師器が、包含層、お

よび側溝から土師器、須恵器、瓦器、磁器、瓦、砂岩片、焼土塊が出土 している。以下、遺構

毎に遺物を概観 した後、図化 した遺物については土器類、紡錘車、石器類の順に観察表にして

記述する。

なお、板状鉄斧については別に項をもうけている。

竪穴住居址 1出土遺物

炉跡、周溝、ピツト1か ら弥生土器が、埋土内に弥生土器とサヌカイトの剥片が出土 してい

る。

弥生土器はいずれも細片で、器種は分からない。周溝から出上 した土器片 1点 には、簾状紋

と円形浮紋が施されている。なお、生駒西麓産のものは認められない。

サヌカイ トの剥片は2点出土 しているが、ともに縦形剥片で、 1点は原面打面、他は剥離面

打面をもつ。

竪穴住居址 2出土遺物 (挿図 6・ 図版 11)

ピット1、 ピット2、 ピット4か ら弥生土器が、周溝、ビット3か ら弥生土器 とサヌカイト

製の石器類、埋土内からは弥生土器、紡錘車、サヌカイト製の石器類、鉄斧が出土 している。

ピット1の土器は細片で器種が分からない。生駒西麓産のものが 1点ある。

ピット2の上器も細片で器種は分からないが、底部片が 1点、波状紋 と直線紋の施 された破

片が 1点出土 している。出土量は少ないが、約 20%が生駒西麓産のものである。

ピット4の土器も細片で器種は分からない。生駒西麓産のものはない。

周溝の上器には、器種の分かるものとしては大型の鉢、高杯、甕、甕用蓋がある。大型の鉢

は在地のもので日縁部は段状 を呈 し、外面には幅約 2cmの簾状紋を 2条、ヘラエ具による斜

格子紋、簾状紋と同じ工具による直線紋が施 されている。その他、流水紋の施 された破片 も 1

点出土 している。約 20%が生駒西麓産のものである。

サヌカイト製の石器は細部調整剥片が 1点 と剥片が 5点出上 している。剥片の内訳は石刃状

剥片 1点、横形剥片 1点、縦形剥片 3点である。縦形剥片の中の 1点は基部欠損のため打面の

種類が分からないものがあるが、他はすべて線状打面である。

ピット3の土器は細片で器種は分からない。出土量は少ないが、約 250/Oが生駒西麓産のも
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彊藝∈雲雷≦菖曇墨∈ヽ藝弄
==========¬

ェ9

戸

==下 =煮
K12

⌒

G

8

◆

◇
0

20cm

l(ii三三i言:::::::::;チ

)~   

嘲
ф ね 17

《ハ櫛『］『詢悧ＭＭ〕　　　２０　胸
19

挿図 6竪 穴住居 l■ 2出土遺物

-15-

―
LM6

/⇒ 18



のである。

サヌカイト製の石器は石鏃(18)1点、石核 1点、細部調整剥片 1点、剥片 7点が出土 して

いる。石鏃は縦形剥片を素材にしている。両面中央に素材面を残 している。石核は対向打面を

もち、49.6mm× 38.3mm× 29.2mmを 測る。細部調整剥片は石刃状剥片に薄形・深形・連続・凹

形 。表面(一部裏)の細部調整を施 したものである。打面は欠失 しているため分からない。剥片

の内訳は横形剥片 3点、石刃状剥片 2点、縦形剥片 1点、不明 1点である。横形剥片の内、 1

点は原面打面、石刃状剥片はともに剥離面打面をもつが、他は打面が欠失 している。

埋土出土土器(1)～ (15)に は広口壼、無頚壼、鉢、高杯、甕がある。約 22%が生駒西麓

産のものである。

広口壼には口縁部が下外方に拡張するもの(広口壷A)と 上下に大きく拡張するもの(広口壷

B)、 ほぼ水平に開いた後、端部でわずかに下方へ肥厚するもの(広 口壷 C)がある。広口壷A

の外面には刺突紋の施 したもの(1)、 円形浮紋を貼 りつけたもの、簾状紋を施 したものがある。

広日壷 Bの外面には簾状紋 と刺突紋の施 したもの(2)がある。広口壷C(4)は無紋で小型の

壷である。

無頚重は 1点出上 している。段状の口縁部をもつもので、日縁部外面には擬凹線紋が施 して

あったかも知れないが磨滅のためはっきりしない。体部外面は無紋で、日縁部直下に円子とが穿

れている。 鉢は日縁部が内傾 して、端部で内側に肥厚する深抗状を呈するもの(鉢 A)、 端部

が外湾 して巻 き込み、一見段状口縁に見えるもの(鉢 B)、 段状の口縁部を呈するもの(鉢 C)

がある。鉢Aは外面に列点紋、円形浮紋、凹線紋、簾状紋を施 しているもの(3)、 簾状紋だけ

を施 しているものがある。鉢Bは外面に簾状紋を施 しているもの(9)があるが体部の簾状紋は

幅の広い工具で施 している。鉢 Cは外面に列点紋 と簾状紋を施 しているもの(10)と 口縁部は

無紋で体部に簾状紋を施 しているものがある。

高杯には浅鉢状のもの(高杯A)と 口縁部が水平にのびた後、垂下するもの(高杯B)がある。

高杯Aには外面に簾状紋を施 したもの、凹線紋を施 したもの(5)、 無紋のものがある。

脚柱部残存のものは内空である。裾部残存のものはすべて端部が上方に拡張する。

甕には日縁端部の拡張 しないもの(奏 A)、 上方にわずかに拡張するもの(奏 B)、 上下に拡張

するもの(奏 C)がある。体部は大 きく張 り出すものとほとんど張らないものがある。奏Bの中

に 1点、日縁部が受け口状に近いものがあ り、外面には沈線が 1条めぐる。奏 Cは大型の奏で

あるが、外面はすべて無紋である。

これらのほかに、鉢用の把手が 1点出土 している。

紋様構成としては壷には幅広の簾状紋が多用される。原体の最大幅は3.3cm以 上あるものも

認められる。この他、直線紋、波状紋、刺突紋、円形浮紋が施紋されている。鉢にも壼と同様

の紋様が施されているが、簾状紋の原体は壷ほど幅広ではない。また、列点紋、凹線紋 も施紋

|
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されている。 調整方法は全体に残 りが悪いので大半が不明であるが、外面にはヘラミガキ、

刷毛目の他、ヘラケズリが認められる。内面にはヘラミガキと刷毛目が認められる。

紡錘車(16x17)は 2点ある。 ともに在地の胎土をもつ。

サヌカイ ト製の石器は石鏃(19)と 石錐(20)がある。石鏃は有茎式で、先端は欠失 してい

る。石錐は横形剥片を素材にして、右縁部を刃部にしている。これらの石器の他に剥片が 8点

出土 している。

剥片の内訳は横形剥片 3点、縦形剥片 5点である。横形剥片は、原面打面のもの 1点、剥離

面打面のもの 1点で後 1点は先端部片で打面の状況はわからない。縦形剥片は、原面打面のも

の 3点、剥離面打面のもの 2点である。

鉄斧は 1点出土 している。詳細は後項を参照されたい。

溝 1出土遺物

弥生土器が 2点出上 しているが、細片のため器種は分からない。ともに在地の胎土をもつ。

土墳 1出土遺物

弥生土器、土師器、瓦が出上 している。

弥生土器には奏Aがある。生駒西麓産の出土比率は5%である。

土師器は椀が 1点出土 している。平安時代のものである。

ビット1

弥生土器が出上 している。細片のため器種は分からない。生駒西麓産のものはない。

包含層出土遺物(挿図 7, 8・ 図版 11)

第 6層出土遺物

弥生土器、紡錘車、サヌカイ ト製の石器、砂岩片が出土 している。

弥生土器には広口壷、鉢、高杯、奏の他に水差 しの把手がある。

広口壷はA・ Bの他、上下にわずかに拡張 して面をもつもの(広 口壼 D)、 日縁部がほとんど

拡張 しないもの(広口壷 E)がある。A(22)が ll点、Bが 5点、Dが 2点、Eが 2点ある。

Aは日縁部外面に簾状紋を施す ものと無紋のものがある。前者の中には口縁部内面に円形浮紋

で飾つているものもある。Bには日縁部が上下にほぼ同じくらい拡張するもの、上方に大 きく、

下方に小さく拡張するもの、上方のみ拡張するものがある。その中でも上方に大 きく、下方に

小さく拡張するものが多 く出上 している。紋様は簾状紋、刺突紋、扇形紋が施されている。上

方にのみ大 きく拡張するものは 1点だけで、外面に凹線紋を施 している。Dには口縁部外面に

-17-
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波状紋、内面に列点紋を施 しているものと無紋のものがある。Eはすべて無紋である。

鉢はA、 Cがある。Aは 2点、Cは 9点ある。A(31)は外面に列点紋 と凹線紋を施すもの

がある。Cは口縁部外面に列点紋、体部外面に波状紋 と凹線紋を施すもの、日縁部は無紋で体

部外面に凹線紋を施すもの、日縁部外面は斜線紋で、体部外面に焦状紋を施すものがある。鉢

には台部の付 くものがあるらしく、ス トレー トに開く台部が 2点出上 しいている。 1点は円孔

と凹線紋を施 したもので、他は凹線紋だけを施 したものである。

高杯はAと Cがある。A(26)(27)は 4点あり、凹線紋を施すもの、列点紋を施すもの、

無紋のものがある。Cは 1点ある。杯部と脚部の接合は円盤充填による。裾部は端部が斜め上

方に拡張するもの(27)がある。

甕は22点出土 しているが、Aが最も多い。

水差 しの把手は 2点出土 しているが、ともに約2.5cm幅 を測る偏平な把手で、 1点は刺突紋

がア トランダムに施 してあ り、他は無紋である。

紡錘車は3点出土 している。生駒西麓産のものはない。

サヌカイ ト製の石器は石錐(50)が 1点、剥片が 3点出土 している。原面打面の横形剥片を

素材にした石錐で、素材の先端縁に刃部を作 り出している。剥片は 2点が横形剥片、 1点は縦

形剥片である。打面の状況は横形剥片の 1点が原面打面、あと 1点が剥離面打面である。縦形

剥片は打面が欠失 しているため分からない。

砂岩片は焼けている。

第 5層出土遺物

弥生土器、土師器、須恵器、磁器、サヌカイト製の石器、砂岩片、焼土塊がある。

弥生土器には広口壷、鉢、高杯、奏がある。

広口壷 A、 B、 Dが 1点づつ出土 している。Aの回縁部外面は簾状紋を施 している。B(24)

は口縁部外面に斜線紋を施 している。Dは無紋である。

鉢はAと Cが 1づつ点出上 している。ともに無紋である。台部が 2点出土 しているが、 1点

は円子とが多数あいている。あと1点は生駒西麓産の胎土をもつ。

高杯は口縁部が水平に伸びた後、垂下 しない(高杯 C)が 1点出上 している。裾部は端部が斜

め上方に拡張する。

奏(37)は 1点出土 している。日縁部が下方にのみ拡張するもの(甕 D)で口縁部外面に列

点紋 と下端に刻み目を施 している。

-19-
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挿図8包含層・側溝出土紡鍾草・石器

土師器は2点出土している。杯(38)と 小皿である。

須恵器は2点出上している。短頚壼(39)と 甕の体部片である。

磁器は白磁が 1点出上している。器種は分からない。。

サヌカイト製の石器は石鏃(48)が 1点出上している。凸基無茎式の石鏃である。

側溝出土遺物(挿図7,8。 図版 11)

弥生土器、須恵器、瓦器、瓦、サヌカイト製の石器、砂岩片が出土している。

弥生土器には広口壷、太頚壷、鉢、高杯、奏がある。
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広口壼はAが 4点出土している。口縁部外面に簾状紋を施すもの、口縁部外面に簾状紋と内

面に円形浮紋を施すもの(21)、 さらに下端に刻み目を付加するもの(23)、 日縁部外面に

波状紋、下端に刻み目を施すものがある。

太頚壷は 1点出上している。生駒西麓産のもので口縁部外面は列点紋の上に円形浮紋が付加

されている。

鉢はA、 C、 甕Aを浅くしたもの(鉢 D)、 立ち上がる口縁部をもつ浅鉢状のもの(鉢 E)の

他、鉢に付 くと思われる把手が出上している。A(32)は 1点で貼り付け凸帯の上に刻み目が

施されている。Cは 2点出土している。口縁部外面に刺突紋を施したもの(31)と 口縁部外面に

列点紋、体部外面に簾状紋を施したものがある。D(33)は 無紋で 1点出上している。E(28)

は 1点出上していて、日縁部外面に凹線紋を施している。

高杯はB(25)が 2点出土している。脚部は内空で絞 り目が顕者に残る。杯部と脚部の接

合は円盤充填法による。裾部は端部が斜め上方に拡張する。生駒西麓産の胎上をもつものは外

面に竹管紋が施されている。

奏は5点出土している。大型の奏は口縁部外面に凹線紋の施されるもの(36)と 刺突紋の

施されるもの(38x39)がある。

須恵器は奏の体部片と蓋杯の体部片が出土している。

瓦器は椀が 1点出土している。終末期の瓦器椀で高台がほとんどつぶれている。

サヌカイト製の石器は石錐(49)と ピエス・エスキエ(51)が 1点づつある。石錐は有茎式

石鏃の茎部を長くしたような形態をもち、刃部を茎部先端にもつ。ピエス・エスキエは横形剥

片の両縁に一対の平形・薄形 。両面細部調整を施している。

(栗田)

4。 まとめ

今回の調査地は調査面積がそれほど大きくなかったが、多くの弥生時代の遺物や 2棟の重複

した竪穴住居等を確認できた。過去の調査から、この地点は弥生時代集落の中心に近いところ

とされている。さらに竪穴住居 2の埋土中から板状鉄斧が出土した。これと同様の遺物は、調

査地の南を隣接して走る国道309号線の大阪府教育委員会が実施した発掘調査でも出上 して

おり、形態もほぼ同じである。今回の調査で板状鉄斧が出上した竪穴住居址は直径 9m前後の

大形と思われ、この住居が集落内で重要な役割を果たしていたと思われる。このような貴重な

遺物が小範囲で2点 も出上したことは、集落の先進性を示すものであろう。また3面は遺物を

伴わず時期については不明であり、今後の調査に期待をしたい。

(今西)
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番

号
器種 遺構・層位

法量 (cm)
技 法 紋 様 色 調 胎 土 備  考

口径 器高 底径 霧部4

1 広口壷A 竪穴住居址2 口縁部:刺突紋 淡橙色 やや粗

2 広口重B 竪穴住居址2 211,7
口縁部:簾状紋(原体3 cm)

の後、刺突紋
暗茶褐色 良・角閃石 生駒西麓産

3 鉢  A 竪穴住居址2 内面:指顕圧痕
口縁部:列点紋(右→左)

凹線紋の後、円形浮紋
体部:直線紋

橙色 良

4 広口壺C 竪穴住居址2 黄茶色 良

5 高杯 A 竪穴住居址2 2115 外面:よ こなで内面:指頭圧痕 外面:凹線紋 橙色 精良

6 高  杯 竪穴住居址2 外面:竹管紋 暗茶褐色 精良 生駒西麓産
7 高  杯 竪穴住居址2 裾部内外:よ こなで 明褐色 精良

8 高  杯 竪穴住居址2 赤褐色 やや粗

9 鉢  B 竪穴住居址2 内面:よ こなで 外面 :簾状紋 (左→右) 橙色 良

鉢  C 竪穴住居址2 内面:な で
回縁部:列点紋
体部:簾状紋 (左→右)

暗褐色 良

蓋  A 塁穴住居址2
口縁部:よ こなで

内面:へ ら磨き (横方向)

暗赤褐色 精良 煤付着

琵  A 竪穴住居址2 内面:なで 黄褐色 精良

菱  B 竪穴住居址2 外面:指頭圧痕 淡橙色 Jd

奏  A 竪穴住居址2
内面:指頭圧痕

外面:へ ら磨き (縦方向)

褐色 粗

底  部 竪穴住居址2 外面:へ ら磨き (斜方向) 暗茶褐色 良,角 閑石 生駒西麓産

広回壷A 側   溝 32.0 外面:簾状紋 (左→右)

内面:円形浮紋
乳橙色 やや粗

広口壷A 第 6層 外面:簾状紋
(原 体20本/2cm・ 左→右)

淡橙色 良

広口壷A 側   溝
日縁部内外面:よ こなで

内面:なで
外面:簾状紋の後、刻み目
内面:円形浮紋

明茶褐色 良・角閃石
生駒西麓産・

口縁部外面に籾痕
24 広口壺B 第 5層 外面:斜線紋 橙褐色 良

高杯 B 側   溝 口縁部内外面 :よ こなで 暗茶褐色 やや精良・

角閃石
生駒西麓産

高杯 A 第 6層
口縁部内外面:よ こなで

内面:刷毛目 (横方向)、

外面:へら磨き (横方向)

黄茶色 精良

高杯A 第 6層 外面:なで 灰褐色 良

路 鉢  E 側   溝
口縁部内外面:よ こなで

体部外面:へ ら磨き(横方向)

口縁部外面:四線紋 暗褐色 精良

高  杯 第 6層 17
外面:へら磨き (縦方向)、

指頭圧痕
茶褐色 良・角閃石

生駒西麓産・

裾部に黒班

鉢  A 第 6層 220 内面:なで,指頭圧痕
口縁部外面i列点紋
体部外面:凹線紋・直線紋

灰褐色 やや粗

鉢  C 側   溝 288 口縁部は折り曲げている 口縁部外面:刺突紋 明橙色 やや粗

鉢   C 側   溝 外面:貼 り付け凸帯の上、刻み目乳茶褐色 やや精良

33 鉢  D 側   溝
一田

一田

内

外

なで

よこなで
茶黄色 やや粗

34 奏  B 第 6層 口縁部内外面:よ こなで

体部内面:吊I毛 日、外面:なで
淡橙色 やや粗

表 3 土器観察表
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番

号
器種 遺構・層位

法量 (cm)
枝 法 紋 様 色 調 胎 土 備  考

口径 器高 底径

箋  A 第 6層
口縁部内外面:よ こなで

体部内面:なで・指頭圧痕

外面:へら磨き (斜方向)

黄茶色 精良

甕  B 側   溝 口縁部内面:指頭圧痕 口縁部外面:凹線紋 明黄褐色 やや組

甕   C 第 5層 内面 :なで
口縁部外面:簾状紋
(左→右)の後、刻み目

暗茶褐色 良・角閃石 生駒西麓産

38 奏  C 側   溝 口縁部外面:刺突紋 暗茶褐色 精良角閃石 生駒西麓産

奏  C 側   溝 外面:指頭圧痕 日縁部外面:刺突紋 暗茶褐色 粗・角閃石 生駒西麓産

底  部 第 6層
内底面:指頭圧痕

外面:へ ら磨き (縦方向)、

指頭圧痕
淡橙色 良

底  部 第 6層 内面:指頭圧痕 黄茶色 やや精良

底  部 第 5層 暗褐灰色 やや粗

杯 第 5層 黄灰色 やや粗

短 顕壼 第 5層 内外面:回転なで 灰青色 密

表 3 土器観察表

番号 器種 遺構・層位
イ去 壕芸 (cm)

種類 胎土 備 考
直径 (推定径) 厚 さ

紡錘車 竪穴住居址 2 土器片 やや粗 7し 4そ 5.5mm

紡錘車 竪穴住居址 2 土器片 良 孔径6.Omm、 内面 :へら磨き

紡錘車 第 6層 土器片 やや粗 孔径8.5mm、 内面 :なで

紡錘車 第 6層 土器片 良 子しぞと4.5mm

紡錘車 第 6層 土器片 良 孔径6.Omm

表 4 紡錘車観察表

番号 器 種 遺構・層位
法量 (loa)

材 質
素材の

形 態

中 央

断面形

行

面離

先

剤 一回

王

離剥 原面 調整 整形 備   考
長 厚 さ 雛訃ぞ

石鏃
竪穴住居址2

(ピ ット3)
サヌカイト綻形剥片 六角形 O O 基端部

極

両

非

厚 平基式、先端欠損

石鉄 竪穴住居址2 381 2114 サヌカイト 五角形 X × 両面
極

両

非

厚

凸基式、先端欠標

(使用による析れ)

211 石錐 竪穴住居址2 サヌカイト横形剥片 四角形 O O 頭端部
極

両

非

厚

素材の打面は

調整面

石鉄 第 5 層 開,7 サヌカイト 両凸形 X X 両面
極

両

非

厚

凸基無≧式、

先端欠損

石錐 側 溝 394 53 サヌカイト 両凸形 X X X 両面
非極
厚両

頭部欠損、先端
わずかに磨演

開 石aE 第 6 層 33.9 53.2 サヌカイト横形剥片 四角形 O O 頭端部 素材の打面は原面

ピエス・

エスキエ 側 溝 サヌカイト横形剥片
不等辺
三角形

O O 先端部
平,直

・両
両縁に
一対細部調整

表 5 石器観察表
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4.甲田南遺跡出上の鉄斧について

山田 隆― (大阪府教育委員会)

1. Iよ じめに

近年の甲田南遺跡の発掘調査において2点の弥生時代中期に属する板状鉄斧が出土 してい

る。 1点は大阪府教育委員会による国道309号線バイパス建設を原因とする昭和59年度の調

ざ翠あり、他の 1点は富田林市教育委員会による個人住宅建設を原因とする平 成 5年度の調

査においてである。筆者は、前者については (財)元興寺文化財研究所在職当時に、後者につ

いては富田林市教育委員会のご厚慧だよって観察する機会を与えら れた関係でここに報告 し、

その考古学的な位置付けについて述べる。

2.甲田南遺跡出上の板状鉄斧 (挿図 9。 図版 12)

ここでは、大阪府教育委員会の調査で出上 した資料を「甲田南鉄斧A」、富田林市教育委員

会の調査で出土した資料を「甲田南鉄斧B」 として以下に報告する。

a)甲田南鉄斧A 刃部側は欠損 しており、全長は不明である。法量は残存長9.Ocm、 頭部幅

(復元)4.2cm、 身部幅4.5～4.6cm、 刃部側の残存最大幅4.9cm。 厚さについては錆化のため確実

ではないが、復元すれば周縁部分力滑,7cm、 身部中央付近で0.1～ 0,2cm程度増加すると考えられ

-
|

洋 コ
_司 _可 _す _十

一 一 一 ― ― 一 一 ― 螂

Cm

挿図9 甲田南遺跡出上の板状鉄斧
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る。甲田南鉄斧Bよ りも若干重量感がある。平面形態は隅丸の頭部と身部中央付近から刃部

に向って若干バチ状に広がっており、木柄に装着した際に鉄斧の固定を強固にする意図があ

ったと考えられる。刃部の欠損により加工斧とも伐採斧とも断定しにくい。

遺物は表面に限つて層状剥離を生じており、鍛造品と考えることが自然であるが、その一

方で刃部側はブロック状に割れており鋳造品的で奇異に感じた。それについては、「化学分

析からみるとC量が3.27%も あり、明らかに鋳鉄である。」とする日立金属株式会社安来工

場冶金研究所の分析結更ども符合する。

b)甲 田南鉄斧B 完存品。法量は全長11.5cm、 頭部幅4.lcm、 身部中央の幅4.5cm、 刃部幅

4.6cmである。厚さは周縁部分が0.4cm、 身部中央付近で0.55～ 0.60cm程 度でいくぶんレン

ズ状を示している。平面形態は頭部から刃部に向って若千広がるが、甲田南鉄斧Aほ どにバ

チ状は呈さない。刃部の平面形態は図の右側がより大きく研ぎ減つており、側面形態は極め

て明瞭な片刃で表面 (平面図裏面)は全 くの平坦である。片刃であり、近畿地方出土鉄斧の

法量分布 (第 3図)の状況からいくぶん大型の加工斧 と判断される。

甲田南鉄斧Aと 同様表面に限つて薄皮 1枚の層状剥離を生 じてお り、

斧であったと推察できる。サビ取 り前にエ ックス線撮影を行なったが、

れなかった。化学的分析はなし。

本来極めて良質な鉄

特別な状況は観察さ

以上の2点の鉄斧はいづれも竪穴式住居址から出土し

ており、土器も共伴している。にもかかわらず、その時

期的な位置付けについてはかならずしも明確ではない。

それは共伴する土器が少量で、しかも細片であるために

指標となる壷形土器等の器形が不明確なことにつきる。

第 2図は甲田南鉄斧Aの共伴土器である。従来、この上

器は「第Ⅲ―Ⅳ期」として報督習れてきた資料である

が、近年の土器編〒*ら壷形土器口縁部の櫛描簾状文

の単位、高杯脚部の形状等から第Ⅳ期前半の中でとらえ

ておきたい。甲田南鉄斧Bについてもこの報告の中で同

様の位置付けがなされている。

0          5         1 0Cm
L.… 11 lJ

挿図 10 甲田南鉄斧Aの共伴遺物

(註 1文献より転載)

3.甲田南鉄斧の占める位置

近畿地域での明確に弥生時代に属する鉄斧出土例は必ずしも多くない (第 1表参照)。 鋳
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造鉄斧を除外すれば、第Ⅳ期で 7遺跡 18例 (内、袋状が 1遺跡 2例 )、 第V期で 11遺跡

13例 (内 、袋状が 4遺跡 4例 )である。少数のため明言は避けねばならないが、中期後半

から後期にかけて出土する遺跡の増加は認められそうである。袋状鉄斧は木製斧柄の増加か

らも、やはり中期後半から後期にかけて増加する。第 1表からもわかるように、一部の鋳造

鉄斧以外は近畿地域への鉄斧の流入は第Ⅳ期以降であ り、甲田南遺跡の板状鉄斧は初期の資

料である。

機能的には木柄と鉄斧刃部を平行に装着 して伐採を主機能とする縦斧と、斧刃部を直角に

装着 して加工を主機能とする横斧に分類されている。また、刃部には両刃と片刃の別があ り、

通常縦斧は両刃で大型品、横斧は片刃で小型品になる傾向がある。近畿地方の弥生時代鉄斧

表 6 近畿地方の弥生時代鉄斧時期別一覧表

※表中の (板状)は板状鉄斧、(袋状)は袋状鉄斧を示す。また、「鋳」は鋳造品、「参」は参考資料としての木製鉄

斧柄である。一部に庄内併行期の資料を含む。

他に数点の資料があるが、所属時期、器種の認定等不明確なものは除外した。和歌山県は該当資料なし。

府県名 時期/1～ Ⅲ期 Ⅳ   期 V期 (前半)   同 (中 頃)   同 (後半)

兵庫(板状) 奈カリ与(8)

伯母野山(3)一 一一―

福本(1)

名古山(1)

会下山 (鋳・ 1)

(袋状) 新方 (鋳 ・1)

参・王津田中(木柄,1

(鋳造鉄斧用?)

北神第4地点(2) 立岡(1)一 ―

京阪(板状) 扇谷(鋳・ 1)一 ― ――神足(1)一 一  I                   長法寺谷山(1)
――――途中ケ丘(鋳・1)一 一―

(袋状) |  ~~~~~~~~~―
――――

     田辺天神山(1)

滋賀(袋状) 参・

'R部

(本柄・1)

大阪(板状) 甲田南(2) 芝谷(1)             彼方(1)

古曽部(2)

思智(1)

亀井(1)

(袋状)

参・若江北 (木柄。
1

亀井(1)

参・亀井 (木柄。2)       参・瓜生堂(本柄 1

奈良(板状) 大王山(1)

一―――唐古(1)一 ―一―

(袋状) 六条山(1)
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15船岡山
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馨
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::目塁実神山
賀菖昌譜A(Ⅳ期)
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団

一
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▲

挿図 11 近畿地方出土鉄斧の法量
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では縦斧と横斧の分離が全長10～ 1lcm付慧菅ある (第 1図参照)。 甲田南鉄 斧Bは全長11.5cm、

片刃で若干大型の加工斧と考えたい。甲田南鉄斧Aについては、甲田南鉄斧Bよ りも若千大き

くなりそうで、第 1図上では伐採斧の範囲に入る可能性はある。

以上の検討から、近畿地方の弥生時代鉄斧における甲田南鉄斧A、 Bの 占める位置について

は下記のようにまとめたい。

1.時期的には弥生時代中期後半 (第 Ⅳ期前半)に属しており、近畿地域出土の板状鉄斧と

しては最も古い一群に属する。ただし当初第Ⅲ―Ⅳ期とされていたように、その共伴する

土器の編年的位置付けともからめてより明確にされねばならない。

2.甲 田南鉄斧Bについては片刃であること、その法量から加工斧として使用されたと考え

られる。甲田南鉄斧Aに ついては刃部側が破損 しているために不明である。甲田南鉄斧B

に比べてよリバチ状を呈 しやや厚みもあり、伐採斧としての可能性も残されていると言う

にとどめる。

最後になったが、小稿を成すにあたって下記の方々のお世話になった。記して感謝いたしま

す。

置田雅昭、桑原久男 (天理大学)、 中辻 亘、粟田 薫 (富 田林市教育委員会)、 小林義孝、岩

瀬透 (大阪府教育委員会)、 渡辺智恵美 ((財 )元興寺文化財研究所)。

(言主)

註 1.小林義孝「甲田南遺跡発掘調査概要・V』 大阪府教育委員会1985。3な お,本概要には日立金属株

式会社安来工場冶金研究所による甲田南鉄斧Bの 分析結果も掲載されている (清永欣吾「付1甲 田南

遺跡Ⅲ区4‐A住居跡出土鉄斧の化学分析」)。

註 2.富 田林市教育委員会の中辻 亘、栗田 薫氏にお世話になった。記して感謝いたします。なお,甲

田南鉄斧Bの錆取 りについては,置田雅昭先生,な らびに桑原久男先生の御厚意により天理大学考古学

研究室のエックス線装置,並びに保存処理施設を使用させていただいた。記して感謝いたします。

註 3.註 1の文献による。甲田南鉄斧Aの分析結果では「C量力泊.27%も あり,明 らかに鋳鉄である。」と

しつつも,顕微鏡組織観察ェックス線透過試験などから「むしろ部分的に炭素量の異なった鍛銅である可

能性が強い。」とされている。また,出土状況から「炭素量3.27%は外部からの有機質などの侵入によ

って富化した」とも判断されている。妥当な判断と考えるが,甲 田南鉄斧Bも 同様の状況であることが

気掛かりである。未分析資料でもあり素人判断は避けねばならないが,今後なんらかの炭素処理等が

なされたのではないか等も含めて検討されねばならない。

註 4.寺沢 薫・森井貞雄「1河内地域」「弥生土器の様式と編年 近畿編 I』 木耳社 1989.6

註 5.拙稿「近畿弥生社会における鉄器化の実態について」『網干善教先生華甲記念考古学論集』網

千善教先生幸甲記念会 1988.9
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圧 中 野 遺 跡

中野遺跡は、富田林市若松町 5丁 目、中野町 1丁 目、 2丁 目を中心 とする地域に広がる。

遺跡は海抜 50～ 60m前 後の石川西岸に広がる河岸段丘上に位置 している。過去の調査で

縄文時代から歴史時代にわたる複合遺跡であることが判明 している。遺跡は中央を南北に走

る旧国道 170号線によって東西に 2分された形になっているが、弥生時代の遺構は東側に

認められる。

中野遺跡発掘調査地位置図

Ｌ

問

挿図 1
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劃

司

―

ヨ

挿図 13 調査区位置図

NN93

調 査 地 :富田林市中野町 2丁 目495他

調査面積 i l lm2

今回の調査地は、中野遺跡東半部の北端に位置 し、南北に延びる旧街道である東高野街道か

ら東方の石川に向かう市道の一部である。

調査は、下水道工事に伴う遺構の範囲確認調査を目的とし、平成 5年 11月 29日 から12

月 2日 まで実施 した。
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1.層 序

基本的な層序は、 20cmの 厚さの盛上があ り、

2.遺 構

溝を 1条検出した。

溝

その直下で遺構の堆積層になる。

南北方向に廷びる溝である。調査区内では東西 5.5m、 南北 2m分を検出した。検出状況

からみて、ほぼ溝の中心部分にあたると思われる。北側断面では、最も深いところで約90cm

を測る。東西両肩は調査区外にあたるため、溝の幅は不明である。溝の堆積は 3層 あり、上か

ら順に第 1層 の黒灰色礫混じり弱粘質土が厚さ約 2 5cm、 第 2層 の黒灰色砂質上が約10cm、

第3層の茶責色礫混じり上が約 4 0cm堆積する。

(今西 )

52.500m

① 盛土

② 黒灰色混礫弱粘質土

③ 黒灰色砂質土

④ 茶黄色混礫土

挿図 14遺 構平面・断面図

2m
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3.遺 物

今回の調査で出上 した遺物は弥生土器、土師器、須恵器、瓦器、土師質土器、須恵質土器、

瓦器、瓦質土器、陶器、磁器、瓦の他、埴輪、サヌカイ ト製の石器、安産岩製の石斧、砂岩片

がある。これらはすべて溝から出土 した。遺物は遺構の項ですでに述べたとお り3層 に分層 し

て取 り上げたが時期差はない。

以下、出土層位に関係なく、弥生土器から、上述の順に概観 した後、図化 した遺物について

は観察表にして詳述する。

弥生土器

器種が分かるのは高杯 1点だけである。杯部 と脚部の接合は円盤充填法で作 られている。底

部片(1)が 5点出土 している。紋様構成 としては簾状紋、波状紋、直線紋があるが、簾状紋の

原体幅は幅狭と幅広の両方認められる。

土師器

細片 しか出上 していないので、器種、時期 とも分からない。

須恵器

古墳時代の甕(2)と蓋杯、奈良時代の杯が出上 している。

瓦器

銀黒色を呈する椀が 1点出上 している。

土師質土器

羽釜(11)と 火舎が 1点づつ出上 している。

須恵質土器

練鉢(3～ 5)が 4点出土 している。

瓦質土器

羽釜(6～ 10)が 9点、甕(12)が 3点出土 している。
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挿図 15溝 出土土器
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陶器

悟鉢が 1点、甕が 2点出土 している。

磁器

青磁片と伊万里焼の杯 (13)が 1点出上 している。

瓦

平瓦と九瓦が出土 している。平瓦には 1点、

整されている。

埴輪

中型の円筒埴輸が 1点出上 している。

須恵質のものがある。縄 目とヘラケズリで調

サヌカイト製の石器

削器(1～ 3)が 3点出上している。(1)イよ横形剥片を素材にした直刃削器、(2)は横形剥

0

挿図 16溝 出土石器
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挿図 17 溝出土石器
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片を素材にした複刃削器、(3)は縦形剥片を素材にした複刃削器である。

これらの他に、細部調整剥片 37点、石核が 17点、剥片が 3点出上 している。細部調整剥

片及び剥片の内訳は横形剥片が 19点 、縦形剥片が 20点、不明が 1点である。打面の状況は

原面打面のもの 21点、剥離面打面のもの 7点、調整打面のもの 1点、不明のものが 11点で

ある。

太形蛤刃石斧

安山岩製の太形蛤刃石斧(4)が 1点出上 しぞ租 る。刃部は欠失 しているため、正確な大 きさ

は不明であるが、推定長 1 5cm前後を測ると思われる。頭部は敲打痕が認められるが、磨減

のため鈍 くなっている。残存部分のほぼ中央部を境にして、刃部側が黒変 していていることか

ら、木柄に挿入 していた部分が頭端部から約 5.5cmの範囲にあったことがわかる。

(栗田)

4.ま とめ

調査地の中野遺跡は、弥生時代から中世に至る複合遺跡で、広範囲に集落跡が検出されてい

る。

今回出土遺物には弥生時代から近世のものがあるが、中世遺物が大半を占める。このことか

ら、溝は中世のころには機能 していたと推測 される。溝の性格、規模等は調査面積が狭小なた

め、不明な点が多いが、周辺の調査結果では、中世の建物跡が検出されてお り、調査地周辺が、

西から東に緩やかに傾斜する地形であることから、この滞が地形に沿わない南北方向のもので

あることを合わせると、建物に伴 うものとも推測される。詳細については、今後の周辺調査で

の結果を待ちたい。

(今西 )

(註 )

註 1 イ「籾のTTl類 は大阪府立1,III林 市件学校の森山義眸氏に鑑定して頂いた。
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脊

号 器種 遺構・層位
量 (cm)

枝 法 紋 様 色調 胎土 備   考
口径 器高 底径 鍔部召

1 莞
再

(第 1層 )

297 内外面:回転なで 灰色 密
口縁部内面・頚部外

面:自 然釉付着 須恵器

2 底部
溝

(第 3層 )

黄茶
色

良
黒班

弥生土器

3 練鉢
滞

(第 3層 )

3110 内外面:回転なで 灰色 やや
口縁部外面:自 然釉

付着 須恵質土器

抑
鉢

滞
(第 2層 )

5お
口縁部内外面:よ こなで

内面:弔 I毛 日、外面:へら削り
瓢
色

精良
すり日は約2 cm幅

須恵質土器

5 練鉢
溝

(第 2層 )

口縁部外面:よ こなで

体部外面:へら削り (横方向)

顧
色

精良 須恵質土器

6 羽釜
滞

(第 2層 )

240
口縁部・鍔部内外面:よ こなで

体部内面:な で、外面:へら削り
囃
色

精良 瓦質土器

7 羽釜
溝

(第 2層 )

口縁部・鍔部外面iよ こなで

体部内面:刷毛目 (横方向)

級
色

精良
体部外面:燥付着

瓦質土器

8 羽釜
溝

(第 1層 )

口縁部・鍔部外面:よ こなで

内面:なで,刷毛目 (斜方向)

体部外面:へら削り(横方向)

賤
色

精良 瓦質土器

9 羽金
溝

(第 1層 )

211.2 281
口縁部内外面・鍔部外面:よ こなで

体部内面:なで、外面:へ ら削り
灰色 精良 瓦質土器

羽釜
滞

(第 1層 )

19Ю 367

口縁部内外面・鍔部
'卜

面:よ こなで

体部内外面:なで,刷毛日 (斜方向)、

外面:へ ら削り

瓢
色

精良 瓦質上器

羽金
溝

(第 2層 )

口縁部内外面・鍔部外面:よ こなで

体部内面:なで

黄

色

白

灰 精良 土師質土器

茎
滞

(第 3層 )

口縁部内外面・体部内面:なで

体部外面:平行たたきをなで消しているc

灰茶
色

精良 瓦質土器

杯
滞

(第 2層 )

口縁部内面:四方欅紋

見込み:圏線・五弁花紋

(コ ンニャク印判)

訥
色

磁器 (伊万里焼)

高台内に銘あり・五弁

花紋はくずれている

14 埴輪
溝

(第 2層 )

内外面:なで

内面:指頭圧痕

淡黄
茶色

精良 凸帝断面:台形

表 7土器観察表

否

旦
●

器 種 遺構・層

`

云量 (llm)

材 質
素TTの

形 態

甲 大

断面形

光 何

剥離面

上

剥離面
原面 刃部の調整 備 考

長 e 鴨 厚さ

1 直刃削器
溝

(第 2層 )

44.3 685 サヌカイト 横形剥片 五角形 O O 薄,深 ,直・裏

2 複刃削器
溝

(第 2層 )

サヌカイト 横形剥片 五角形 O O
部

面

端

側

基

左

薄,深・凸・両

薄・深・凸・表

3 複刃削器
滞

(第 1層 )

123.9 835 サヌカイト 維形剤片
不等辺
三角形

O O 左側面 薄・深・凸・表

4
太形始刃

石  斧

滞

(第 3層 )

7112 聞 6 安山岩 精円形 刃部欠損

表 8 石器観察表
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ヱ 錦 聖 遺 跡

錦聖遺跡は、市域の南部に位置し、羽曳野丘陵の裾を南北に走る国道 170号線 (大阪外

環状線)の東に接 して広がっている。その範囲は、東西350m、 南北1,300mと 南北に長い。

市域南部における集落遺跡の多くは、市内中央を流れる石川によって形成された低位段丘上

に立地しているのに対 して、中位段丘上に立地しているのが特徴である。本遺跡は、1971～

1976年 にかけて富田林市教育委員会が実施した分布調査によって確認されたものである。そ

の後、1983年 の本格的な発掘調査によって、中世の集落跡であることが判明した。

r国国市教委塾蓋τ:

20m

錦聖遺跡調査地位置図挿図 1
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□
第1ト レンチ

第6ト レンチ

第2ト レンチ

第5ト レンチ

挿図 19 調査地位置図

KS193

調 査 地 :富田林市錦織1619の 一部

調査面積 :19ポ/313.72m2

調査地は、遺跡の南東部にあって、中位段丘の縁辺に位置する。現況は水田である。

住宅建設に伴うもので、 6箇所 (第 1～ 6ト レンチ)の小規模な調査区を設定し、入力掘削

によって発掘調査を実施した。

調査の結果、第 1ト レンチ及び第 2ト レンチにおいては、遺構は検出されなかった。以下、
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ピッ ト1

lm

挿図 20 第 3ト レンチ平面図

遺構が検出された第 3～ 6ト レンチについて詳細に述べる。

1.第 3ト レンチ

北西部に位置する。東西 2m、 南北1.5mの トレンチである。基本層序は、上か ら順に第 1

層・耕土 (15cm)、 第 2層・床土 (5cm)である。第 2層直下は、黄褐色混礫弱粘質土の地山

である。 検出した遺構はピット2、 溝 1である。

ピット1

調査区の南東端部にある。平面形は楕円形で、東西径20cm、 南北径14cm、 深 さ17cmを測る。

埋土は暗灰褐色上である。

ピット2

調査区の西端部にある。

36cmを測る。埋土はビット

溝 1

調査区の北東部にある。

遺構の一部が西壁内にあるため、正確な規模は不明である。深さは

1と 同じく暗灰褐色上で、土師器、瓦器片を含む。

底の高低差から北西から南東方向に流れる溝 と思われる。検出面で
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ピッ ト3

挿図 21 第4ト レンチ平面図

はほぼ直線に延びる。最 も深いところで、15cmを 測る。埋土は灰掲色上である。

2.第 4ト レンチ

第 3ト レンチの南に位置する。東西2m、 南北1.6mの トレンチである。基本層序は、上か

ら順に第1層・耕土 (18cm)、 第 2層・床土 (5cm)、 第3層・灰黄色土 (lcm)、 第4層 ・

茶灰色土 (lcm)、 第 5層・灰掲色土 (6cm)である。第5層直下は地山である。第3層 及び

第 4層 は旧水田に伴う堆積層で、旧耕土と床土に当たる。第 5層からは、土師器、瓦器、須恵

質土器が出土している。第3ト レンチとの距離は、約 lmと近接 しているにもかかわらず、第

2層以下の堆積層の違いは、旧地形の差、つまり、 トレンチ間に旧水田の境界があったことに

よるものと思われる。 検出した遺構はピット4、 土城 2である。

ビット1

調査区の北端部にある。平面形は楕円形で、東西径14cm、 南北径2∝ m、 深さ4 cmを 測る。埋

土は灰掲色上である。
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ピッ ト2

調査区の北西部にある。平面形は楕円形で、東西径18cm、 南北径13cm、 深さは 5cmを 測る。

埋土は灰褐色土で、須恵質土器を含む。

ピッ ト3

調査区の北西端部にある。平面形は楕円形で、東西径35cm南北径22cm、 深さ6cmを測る埋

土は灰掲色上である。

ピッ ト4

調査区の南端部にある。遺構の一部が南壁内にあるため、正確な規模は不明である。深 さは

8cmを 測る。埋土は暗灰褐色土である。

土壊 1

調査区の東端部にある。遺構の一部が東壁内にあるため、正確な規模は不明である。東壁部

分での深さは 8cmを測る。埋土は灰掲色上で、須恵質土器を含む。

土墳 2

調査区の南西部にある。遺構の一部が南壁内にあるため、正確な規模は不明である。遺構の

北端には、 9cmの深さのテラスがある。深さは、最 も深いところで  cmを 測る。埋土は暗

灰褐色土である。

土墳 3

調査区の西端部にある。遺構の一部が西壁内にあるため、正確な規模は不明である。西壁部

での深 さは10cmを測る。埋土は暗灰掲色上である。

3.第 5ト レンチ

南部に位置する。東西 1,6m、 南北 1.7mの トレンチである。基本層序は第 4ト レンチと

まった く同様である。各堆積層の厚さも同様である。第 3層 からは、瓦質の羽釜が出上 してい

る。

検出した遺構はピット2、 土墳 2である
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ピッ ト1

挿図 22 第 5ト レンチ平面図

最も深いところで26cmを測る。埋土は暗灰褐色土である。

ピッ ト1

調査区の東半部のほぼ中央に

ある。平面形は楕円形で、東西

径 22cm、 南北径 18cm、 深 さ

15cmを測る。埋土は暗灰掲色土

である。

ピッ ト2

調査区の東端部 にある。遺構

の一部が東壁内にあるため、正

確な規模は不明である。深 さは

5cmを 測る。埋土は暗灰褐色土

である。

土城 1

調査区の東端部 にある。遺構

の一部が東壁内にあるため、正

確な規模は不明である。深 さは、

土城 2

調査区の南東端部にある。遺構の一部が南壁内にあるため、正確な規模は不明である。遺構

の北端には、 2～ 6cmの 深さのテラスがある。深 さは、最 も深いところで12cmを測る。埋土

は暗灰褐色土である。

4.第 6ト レンチ

南東部に位置する。東西 2m、 南北1.7mの トレンチである。基本層序は、上から順に第 1

層・耕土 (20cm)、 第 2層・床土 (6cm)、 第 3層 ・灰掲色土 (10cm)である。第 3層直下は

地山である。第 3層 は第 4・ 5ト レンチでの第 5層 に該当するものである。この第 3層 からは、

土師器、瓦器、瓦質土器、須恵器、磁器が出土 している。

検出した遺構はピット2、 溝 1である。

lm
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ピッ ト2

lm

挿図 23 第 6ト レンチ平面図

ピット1

調査区の北半部のほぼ中央にある。平面形は、ほぼ楕円形で、東西径 14cm、 南北径 17cm、

深さ4cmを 測る。埋土は暗灰掲色上である。

ピッ ト2

調査区の南端部にある。平面形は楕円形で、東西径20cm、 南北径25cm、 深さ1lcmを 測る。

埋土は灰掲色上で、土師器片を含む。

清 1

調査区の東半部にある。底の高低差から北から南方向に流れる溝 と思われる。北側は、22～

32cmの幅で南北方向に延び、南側では大きく東に広がる。南側の西肩付近には、楕円形のピ

ットがある。東西径59cm、 南北径40cm、 深さ18cmを測る。深 さは、北で 4cm、 南で 7cmを 測

る。埋土は暗灰褐色土である。
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5.出土遺物

今回の調査で出上 した遺物は土師器、須恵器、瓦器、土師質土器、須恵質土器、瓦質土器、

磁器がある。調査は遺構の項で述べたとお り、 6ケ 所行われたが、そのうち遺物が出上 したの

は第 3ト レンチ、第 4ト レンチ、第 5ト レンチ、第 6ト レンチだけである。

以下、 トレンチ毎に出土遺物を概観 した後、図化 した遺物については観察表にして記述する。

第 3ト レンチ出土遺物

ピット2から土師器 と瓦器が出土 してる。上師器には小皿、杯、甕が各 1点づづある。瓦器

は椀が 1点ある。

第 4ト レンチ出土遺物 (挿図 24。 図版 13)

土壊 1か ら須恵質の練鉢(6)が 1点、ピット2か ら須恵質土器が出土 している。

包含層(第 5層 )か ら土師器、瓦器、土師質土器、須恵質土器、瓦質土器が出土 している。

土師器は小皿(5)が 3点、杯(3。 4)が 5点出土 している。

瓦器は椀(1・ 2)が 4点出上 している。椀はすべて高台が形骸化 していて、高さが lmm程

度 しかない。

土師質土器は羽釜(7)が 1点ある。

須恵質土器は練鉢が 1点ある。

瓦質土器は鉢が 1点ある。

〔 亜 75

挿図24 第 4・ 第 5ト レンチ出土遺物
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第 5ト レンチ出土遺物 (挿図24)               ヽ

包含層(第 3層 )か ら瓦質の羽釜(8)が 1点出土 している。

第 6ト レンチ出土遺物

包含層(第 5層 )か ら土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器、磁器が出土 している。

土師器には小皿 5点、奏 1点がある。小皿の内、 1点はへそ皿である。

他の土器及び、磁器は細片のため器種は分からない。            (粟 田)

番

号
器極 遺構 層位

法量 (cm)
枝 法 紋 様 色 調 胎土 備 考

口径 器高 底径 鍔部径

1 椀
第5層

第4ト レンチ
口縁部内外面 :よ こなで 暗紋 灰色 精良

局台はつぶれている

瓦器

2 椀
第5層

第4ト レンチ
内外面 :よ こなで

暗紋

(圏線)

灰白

色
良

わずかに高台の痕跡がある

瓦器

3 杯
第5層

第4ト レンチ

口縁部内外面:よ こなで

外面:指頭圧痕

聴
色

良
土師器

4 杯
第5層

第4ト レシチ
内外面 :よ こなで 橙色 良

外面:炭化物付着

土師器

小皿
第5層

第4ト レンチ
14

内外面:な で

底部内外面:指頭圧痕の後、なで
減
色

良 土師器

6 練鉢
土城1

第4ト レンチ
内外面 :回転なで

灰青

色
密 須恵質土器

7 羽釜
第5層

第4ト レンチ
内外面iよ こなで 聯

色
良 土師質土器

羽釜
第3層

第5ト レンチ
内面:な で

厭
色

良 瓦質土器

表 9 土器観察表

6.ま とめ

今回の調査地は、錦聖遺跡の南東端部、中位段丘の縁辺付近にあたる。調査地の北東方

100mに は、聖音寺があって、周辺一帯は、聖音寺山 (し ょんじやま)と 地元では呼ばれてい

る。聖音寺については、詳細なことは分からないが、調査地周辺の過去の発掘調査から、中世

には確実に集落があったことがわかる。

錦聖遺跡の北部には、白鳳期の細井廃寺があるものの、この周辺については、市街化調整

区域であるため、本格的な調査の日の目を見ていないのが現状である。 しかし、今回の調査地

を含む遺跡南東部の状況が しだいに明確になってきている。今回出土の遺物から、遺構の年代

を 15世紀に比定できる意義は大きい。

(中辻 )
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Ⅲ .甲 田 遺 跡

甲田遺跡は、市域のほぼ中心に位置 し、市内中央を流れる石川西岸の低位及び中位段丘に広

がっている。具体的には、東はほぼ石川の護岸まで、西側は近鉄長野線、北側は富田林市消防

署付近、そして南側は近鉄川西駅の南までである。過去の発掘調査により弥生時代から中世に

至る遺跡と考えられている。

～
喰《塗瀦 争裟漱イ ^ キ・t l

疹
,/ /

＝
戸

挿図 25 甲田遺跡発掘調査地位置図
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挿図 26 調査地位置図

KD93

調 査 地 :富田林市甲田446-4

調査面積 :9,25m2/710m2

調査地は中位段丘上にあって、近鉄長野線川西駅の北方約 350m、

近鉄長野線に挟まれた場所である。現況は水田である。

共同住宅建設に伴 うもので、建物予定地については遺構保存を前提 と

化槽部分とし、平成 5年 12月 24日 から同月 27日 まで、東西 3.7m、

を入力掘削により発掘調査を実施 した。

旧国道 170号線 と

して、調査対象を浄

南北 2.5mの 範囲

1.層 序

地表面から4 5cmで地山が現れる。層序は上から順に耕土(1 7cm)、 床土 (4cm)、 灰黄

色土 (3 cm)、 黄灰色土 (3cm)、 濁灰黄色土 (4cm)、 濁黄灰色土 (4cm)、 暗灰黄色土 (8

cm)、 黄色土 (2cm)が堆積する。

2.遺 構

土媛 2を検出した。
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土壌 1

調査区北東部で検出 した。平

面形は不整形で、北端部分は

側溝 によって切 られている。

東西方向の径 は、最 も広い と

ころで約 3 5cmを 測 り、深 さ

は、約 2cmを 測る。遺物は認

められなかった。

土墳 2

調査 区南東部で検 出 した。

平面形は不整形で、遺構の東

部分は東壁内のため、正確 な

規模は不明である。東壁での

径は約 6 0cmで 、深 さは約 3

cmを 測る。遺物は出土 しなか

った。

挿図 27 遺構平面図

3.ま とめ

今回の調査では土媛を2基を検出するのみにとどまった。 しか し、堆積層からみて水田面が

4面存在することが確認 された。また、事前の確認調査では、地表下およそ 4 0cmに灰青色

弱粘質土の層が南北に薄 く、溝状に、深いところで 8cmの厚 さで堆積 していることを確認 し

ている。この溝状遺構から、須恵器と土師器が出土 した。これらの遺物から、この遺構は中世

以前のものと考えられる。過去の甲田遺跡の調査では、調査区の東方に位置する現南甲田の集

落辺 りに奈良時代の集落跡があると推定 されてお り、これらとの 関連性を考えるうえで非常

に興味深い資料 と言える。ただし、今回の調査区で検出した土城は、おそらく旧水田に伴 うも

のと思われる。

lm
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錦織南遺跡 調査区全景 南から

図版 1
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錦織南追跡 北壁断面 南から



図版 2

甲田南遺跡 第 1面土墳全景 西から

甲田南追跡 同上 南から
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甲田南遺跡 第 2面全景 西から

甲田南追跡 同上 東から
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甲田南遺跡 堅穴住居址 1、 2全景 南東から

甲田南遺跡 板状鉄斧出土状況 西から
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図版 6

甲田南遺跡 第 3面全景 東から

甲田南遺跡 同上 西から



図版 7

中野遺跡 調査区全景 南から
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図版 8

錦聖遺跡 第 3ト レンチ全景 北から

錦聖遺跡 第 4ト レンチ全景 東から



図版 9

錦聖遺跡 第 5ト レンチ全景 北から

錦聖追跡 第 6ト レンチ全景 西から
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図版 10

甲田追跡 調査区全景 西から
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図版11
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